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ポリエチレングリコールを用いた
酵素活性の制御

ポリエチレングリコールを用いた酵素活性の制
御による非天然型オリゴ核酸の酵素重合法

核酸、酵素、基質特異性、構造変化、溶液環境
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図 溶液環境の変化によるT7 RNAポリメラーゼの
基質特異性調節

●特徴
酵素反応は溶媒の影響を大きく受ける。ポリエチ

レングリコールは溶液環境を変えると同時に、酵素
の構造に影響を与えることで酵素の基質特異性を調
節することができる。これをRNA重合酵素に適用する
ことで、その酵素活性を様々な非天然型核酸を重合
できる性質へと変換することができる。

●研究内容
鋳型となるRNAとプライマーRNA鎖を調製し、T7

ファージ由来のT7 RNAポリメラーゼを添加して核酸
重合反応を行う。通常の溶液では基質は天然型のNTP
（ヌクレオチド三リン酸）であるため、RNAが重合さ
れる。一方、ポリエチレングリコール200を20%以上
添加すると、非天然型であるdNTP（デオキシヌクレ
オチド三リン酸）が優位に基質として選択される。
したがって、ポリエチレングリコール200存在下では
DNAが合成される。通常酵素の基質特異性を変化させ
るには酵素に変異を導入するなど煩雑な過程を要す
る。このシステムは、溶液環境を調整するだけで、
酵素変異を導入せずに基質特異性を変えることが

できる。そのため核酸医薬などに用いられる非天然
核酸を含む核酸材料の合成に有用であると考えられ
る。


